
２４日(木)のＰＴＡ前期役員会に先立って、「肥前町内小学校の今後の動向等についての説明会」が行

われました。本庁教育企画課の中山課長さん及び岡田係長さん、肥前市民センターから中山産業･教育課

長さんと吉田係長さんが出席され、説明がありました。

説明では、まず入野小をはじめ肥前中校区３小学校の、令和８年度までの就学児童数の一覧表が示され

ました。その表によると、入野小では令和４年度に２・３年生が複式学級（２つの学年で１学級）となる

見込みとのことでした。そして「複式学級となることのデメリット」や「平成１９年の唐津市通学区域審

議会答申により『複式学級解消を目的として、複式学級がある学校は学校統廃合の対象』であること」、「学

校統廃合を進めるにしても、これまでの事例からも準備期間として２～３年はかかること」、「今後の児童

数の推移などの実情から、どのように考えるか、保護者の皆さんの多様な意見を聞きたいこと」などにつ

いての話がありました。

もちろん、現在の保護者の皆さんだけでなく、未就学の幼児のご家庭や地域の皆さんの意見が大切であ

るとも言われていました。入野小学校の今後については、今後も折に触れて話題にしていただくことが大

切だと考えます。


